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袋井東小学校所蔵の文書東から見る用行義塾（その3) 
The New Information on the YOIIKOH-GIJYUKU, the first elementary school in Fukuroi 血 the Meりi era, 































③明治 7 年11月時点で、彼は第 2 大区12 小区の「区長」 
であった（文書情報No.4-17)。小区の番号が、次の④で 
示す明治 9 年の文書（文書情報No.4-16）では U小区と 
なっており、ここでの 12 小区とは異なっている。時期 
により区の番号が変更されることがあったためで、この 




て頂きたい。なお、ここでの 11小区も 12 小区も、共に
浜松県時代のものである。 
④明治 9 年 4 月時点で、彼は第 2 大区11小区の「区長」 
であったことが分かる（文書情報No.41 16)。 







⑧明治 11年 7 月でも、村民から提出された子弟の「就学
届」の宛先が全て「学区取締」の「足立儀八」あてにな
っている（文書情報ぬ十4、 4-5)。 
⑨明治 11年 10 月当時、彼は 11小区の「副区長」を務め
ていたことが分かる（文書情報No.4-8). 
⑩明治 12 年 2 月 16 日に小学校で行われた日曜演説会で、 
彼が「稲ノ虫ノ生スル以所並ニ刑法」の題で演説してい
たことが分かった（文書情報No.3-10)0 





⑩明治 14 年10 月 18 日時点での国本村人民総代は足立英
三郎と足立貫一の 2 人になっている（文書情報No.4一li)0 
この文書では足立儀八の名は出てこないが、彼に関係す
る事柄で判明することがあるので、ここに記した。彼に
関係する事柄とは、次の⑩で示す通り、明治 14 年 12 
月時点では足立儀八は「人民総代」になっていることが
















①明治 9年 4 月当時、彼が村の「戸長」2人のうちの1人
を務めていた（文書情報No.4-16), 


















































⑥明治 34年 S月 9日時点で、彼が久努村の助役であった
ことが分かる（文書情報No.4-29), 
⑦明治 35年4月 15 日時点でも、彼が久努村の助役であっ
たことが分かる（文書情報No.4-30), 






































④明治 21年12月 10 日時点で、彼は「学務主任」を務め
ていたことが分かった。 （文書情報No.3一i) 0 
⑤明治 22年1月 24 日時点でも、彼は広岡村外四ケ村戸長
役場で「学事係」を務めていた（文書情報No.3-3) 。 













































































































































諦―郎の弟・章三が明治 10年末に 13 才 3 ケ月であった
ということは、用行義塾が出来た明治 5年6月頃、その弟











明治 S年の用行義塾発足時に諦一郎が仮に 20 才であっ



















男として「足立錬二」（明治 10年末時点で 8 才）（文書情
報No.4-14）が、三男として「足立三平」があった（文書
情報No.4 - 25)。更に三女として「足立はま」（文書情報No.4 
126。文書情報No.4-14 から年齢は明治 10年末で 10 才 8 
ケ月）、四女として「足立なみ」もあった（文書情報No.4 








































があり、彼女は明治 10 年末時点で 
11 」r に 1一 ri -r,- 一 -. ,- (-1一-I申零Q、「一』 	11 才 5 ケ月であった（文書情報No.4 	 、 




女は明治 11年10 月頃、5 才 5 ケ月であった（文書情報No. 
4一13), 



























て関係を図示すると図 3 のようになる。 
(4-3-4）足立関五郎と五郎作 
足立関五郎の「二男」が五郎作であり（図 4)、五郎作
は明治 10 年末時点で 11 才であることが分かった（文書情










日向謹作には妹として「いつ」（明治 10 年末時点で 12 
才 11ケ月。文書情報No.4-14 及び 4-25),「た裏」（同時












































































足立三郎 	 足立 章 



































































【（その 1) ～〔その 3）とも 2016年12月 30 日脱稿】 
(1)『静岡県史 資料編16 近現代一』（平成元年3月20日、 
静岡理工科大学紀要 101
